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第二回
野の

口ぐ
ち　

武た
け

則の
り

明
治
天
皇
逝
去
を
巡
る
「
空
白
の
二
時
間
」

　

明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
は
、
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
初

の
代
替
わ
り
に
直
面
し
た
年
で
あ
る
。
五
十
歳
の
鷗
外
は
陸
軍
省
医

務
局
長
だ
っ
た
た
め
、
代
替
わ
り
の
事
務
に
は
直
接
関
与
し
て
い
な

い
。

　

当
時
の
公
式
発
表
で
は
、
天
皇
の
逝
去
は
七
月
三
十
日
午
前
〇
時

四
十
三
分
。
公
的
記
録
で
あ
る
『
明
治
天
皇
紀
』
に
も
同
様
の
時
刻

が
記
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
実
態
は
異
な
る
。
二
〇
一
四
年
に
宮
内
庁
が
公
表
し
た

『
昭
和
天
皇
実
録
』
で
は
、
明
治
天
皇
逝
去
の
時
刻
を
「
七
月
二
十

九
日
」
の
条
に
「
午
後
十
時
四
十
三
分
、
天
皇
崩
御
す
」
と
明
記
し

た
。
そ
の
上
で
「
天
皇
の
崩
御
は
、
喪
を
秘
す
こ
と
二
時
間
、
三
十

日
午
前
零
時
四
十
三
分
と
し
て
公
表
さ
れ
る
」
と
し
て
、
事
実
と
異

な
る
発
表
だ
っ
た
こ
と
を
公
式
に
認
め
た
の
だ
。

　

と
す
る
と
、
当
時
の
首
相
・
西さ
い

園お
ん

寺じ

公き
ん

望も
ち

が
新
元
号
案
の
作
成
を

宮
内
省
や
内
閣
の
専
門
家
に
命
じ
た
の
は
七
月
二
十
八
日
な
の
で
、

天
皇
逝
去
の
前
日
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
急
い
で「
事
前
」

な
ぜ「
大
正
は
不
調
べ
」と
知
っ
て
い
た
の
か
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に
準
備
を
整
え
た
。
西
園
寺
内
閣
の
内
務
大
臣
だ
っ
た
原
敬た
か
しは

二
十

九
日
の
日
記
に
、
発
表
を
二
時
間
遅
ら
せ
た
理
由
に
つ
い
て
、「（
天

皇
の
逝
去
は
）
実
に
維
新
後
初
め
て
遭
遇
し
た
る
事
と
て
種
々
に
協

議
を
要
す
る
事
多
か
り
し
な
り
」
と
記
し
た
。「
協
議
を
要
す
る
事
」

の
一
つ
に
、
改
元
準
備
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
大
正
大
礼
記
録
』
に
よ
る
と
、
二
十
九
日
に
「
大
正
」
が
内
定

し
た
後
、
西
園
寺
が
「
元
号
建
定
の
勅
ち
ょ
く

書し
ょ

案
（
天
皇
の
言
葉
を
記
し

た
文
書
）」
と
「
元
号
勘か
ん

文も
ん

案
（
意
味
や
由
来
を
説
明
す
る
文
書
）」

の
作
成
を
内
閣
書
記
官
長
に
命
じ
た
。「
両
案
夜
を
徹
し
て
共
に
成

る
」
と
記
載
さ
れ
た
後
に
、「
七
月
三
十
日
午
前
一
時
、天
皇
登と
う

遐か

（
筆

者
注
、
逝
去
）
あ
ら
せ
ら
れ
」
と
続
く
。
文
書
の
完
成
時
刻
は
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、「
夜
を
徹
し
て
」
と
い
う
表
現
は
、
深
夜
に
か
け

て
と
い
う
意
味
に
な
る
。
日
付
を
ま
た
い
だ
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う

に
も
読
め
る
。
改
元
手
続
き
の
文
書
が
完
成
す
る
ま
で
、
天
皇
逝
去

の
発
表
を
遅
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
が
浮
か
ぶ
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
空
白
の
二
時
間
」
が
生
じ
た
の
か
。
そ
れ
を
解
く

カ
ギ
が
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
制
定
さ
れ
た
皇
室
令

「
登と
う

極き
ょ
く

令
」に
あ
る
。
改
元
手
続
き
の
詳
細
を
初
め
て
明
文
化
し
た
。

　

�

第
二
条　

天
皇
践せ
ん

祚そ

の
後
は
、
直た
だ
ちに

元
号
を
改
む
。
元
号
は
、
枢

密
顧
問
に
諮し

詢じ
ゅ
んし

た
る
後
、
之
を
勅
ち
ょ
く

定じ
ょ
うす

。

　

第
三
条　

元
号
は
、
詔
し
ょ
う

書し
ょ

を
以
て
之
を
公
布
す
。

　

皇
位
継
承
後
、「
直
に
」
改
元
す
る
こ
と
が
重
要
な
点
だ
っ
た
。

帝
室
制
度
調
査
局
御ご

用よ
う

掛が
か
りと

し
て
制
定
に
関
わ
っ
た
多
田
好こ
う

問も
ん

は
、

大
正
三
年
に
記
し
た
解
説
書
「
登
極
令
義ぎ

解げ

」
で
、
第
二
条
の
意
味

を
こ
う
説
明
す
る
。

　

�「
元
号
は
天
皇
の
一
世
を
表
示
せ
ら
る
る
も
の
た
る
を
以
て
、
宜
よ
ろ
し

く
践
祚
の
後
直
に
之
れ
を
改
む
べ
し
」

　

明
治
改
元
を
機
に
天
皇
一
代
に
元
号
一
つ
の
一
世
一
元
と
す
る
原

則
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
治
世
と
元
号
を
一
致
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　

登
極
令
に
二
十
年
先
立
つ
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、
大
日

本
国
憲
法
と
共
に
制
定
さ
れ
た
旧
皇
室
典
範
は
、
第
二
章
「
践
祚
即

位
」
で
代
替
わ
り
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
し
た
。
た
だ
し
、
第
十
二
条

で
「
践
祚
の
後
元
号
を
建
て
、
一
世
の
間
に
再
び
改
め
ざ
る
こ
と
、

明
治
元
年
の
定
制
に
従
ふ
」
と
、一
世
一
元
を
明
文
化
し
た
も
の
の
、

詳
細
な
改
元
手
続
き
は
こ
の
時
点
で
は
定
め
て
い
な
い
。
初
代
首
相

の
伊
藤
博
文
を
総
裁
と
す
る
帝
室
制
度
調
査
局
が
設
置
さ
れ
、
実
施

細
則
の
作
成
に
明
治
政
府
が
着
手
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
の

明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
。
そ
し
て
、
登
極
令
の
公
布
ま
で
更

に
十
年
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
二
十
年
間
に
あ
っ
た
の
は
、日
清
戦
争（
一
八
九
四
～
九
五
）、

日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
〇
五
）
と
い
う
、
近
代
国
家
・
日
本
の
存

亡
を
掛
け
た
対
外
戦
争
で
あ
る
。
明
治
憲
法
を
制
定
し
た
伊
藤
は
、

天
皇
を
「
国
家
の
機
軸
」
と
位
置
づ
け
、
中
央
集
権
的
な
国
家
体
制

を
目
指
し
た
。
国
民
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
戦
争
に
勝
て
な
い
と
、
国
家

を
統
一
す
る
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。代
替
わ
り
に
よ
る
空
位
は
、
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一
時
的
で
あ
っ
て
も
国
家
の
中
心
が
真
空
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
逝
去
後
「
直
に
」
皇
位
継
承
を
行
い
、
新
元
号
を
国
民
に

明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

西
園
寺
が
明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
九
日
に
作
成
を
指
示
し
た
大

正
の
改
元
詔
書
は
、
明
治
天
皇
の
逝
去
が
発
表
さ
れ
た
当
日
の
七
月

三
十
日
に
施
行
さ
れ
、「
大
正
元
年
」
は
そ
の
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

逝
去
が
「
七
月
二
十
九
日
午
後
十
時
四
十
三
分
」
だ
っ
た
場
合
、
そ

の
日
の
う
ち
に
新
天
皇
が
即
位
の
儀
式
を
終
え
、
改
元
す
る
の
は
物

理
的
に
難
し
い
。
天
皇
の
治
世
と
時
代
に
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
。

　

事
実
と
異
な
る
時
刻
の
発
表
や
政
府
内
の
混
乱
が
あ
ろ
う
と
も
、

明
治
天
皇
の
逝
去
後
、「
直
に
」
新
天
皇
の
下
で
新
元
号
を
国
民
に

向
け
て
公
表
す
る
こ
と
が
時
代
の
要
請
で
あ
り
、
国
家
の
体
裁
と
し

て
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

近
代
以
前
の
改
元
は
、代
替
わ
り
に
関
係
な
く
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。

例
え
ば
幕
末
の
孝
明
天
皇
の
治
世
は
、
弘
化
、
嘉
永
、
安
政
、
万
延
、

文
久
、
元
治
、
慶
応
と
七
つ
の
元
号
が
使
わ
れ
た
。
代
替
わ
り
に
よ

る
改
元
は
、
新
天
皇
の
即
位
後
に
手
続
き
が
始
ま
り
、
時
間
的
に
余

裕
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
近
代
国
家
の
下
で
元
号
制
度
の

様
相
が
一
変
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
で
初
め
て
迎
え
た
改
元

は
準
備
不
足
だ
っ
た
。
法
令
は
整
え
た
と
し
て
も
、
明
治
天
皇
が
倒

れ
て
か
ら
九
日
も
経
て
か
ら
漢
籍
専
門
家
に
考
案
を
依
頼
し
た
の
は

遅
き
に
失
し
た
。

　

制
約
さ
れ
た
時
間
内
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、第
一
回
、

第
二
回
の
審
査
で
提
出
さ
れ
た
案
は
不
完
全
な
も
の
だ
っ
た
。
天
皇

の
容
体
が
悪
化
し
て
い
く
状
況
で
焦
り
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
三

回
の
審
査
で
提
出
さ
れ
た
大
正
を
、
首
相
の
西
園
寺
が
十
分
に
吟
味

す
る
こ
と
な
く
「
直
に
」
採
用
し
た
の
も
無
理
は
な
い
。
不
完
全
な

元
号
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
不
問
に
付
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。図

書
頭
「
受
領
」
の
サ
イ
ン

　

連
載
第
一
回
で
紹
介
し
た
『
大
正
大
礼
記
録
』
か
ら
、
大
正
改
元

の
詳
細
な
経
緯
は
分
か
っ
た
。
で
は
、
大
正
は
「
不
調
べ
の
至
」
と

親
友
で
あ
る
賀か

古こ

鶴つ
る

所ど

宛
の
書
簡
に
書
い
た
鷗
外
は
、
政
権
中
枢
の

内
情
を
な
ぜ
知
っ
て
い
た
の
か
。

　
『
大
正
大
礼
記
録
』
に
は
、
国
民
向
け
に
刊
行
さ
れ
た
簡
略
版
と
、

外
部
に
秘
密
と
さ
れ
た
未
刊
行
の
詳
細
版
（
全
一
三
一
冊
、
う
ち
三

冊
は
目
次
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
八
月
三

十
日
ま
で
に
完
成
し
た
。
改
元
の
く
だ
り
は
詳
細
版
の
「
巻
五
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

簡
略
版
の
扉
に
保
管
状
況
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　

�「
大
礼
記
録
に
二
種
あ
り
。
第
一
種
は
、
永
く
軌き

範は
ん

を
後
代
に
胎の
こ

さ
む
が
為
に
す
る
者
に
し
て
、
詳
密
を
旨
と
し
、
一
切
の
事
項
を

網
羅
し
、
二
本
を
作
製
し
て
、
一
は
宮
内
省
図
書
寮
に
、
一
は
内

閣
文
庫
に
蔵
し
、
之
を
世
に
公
に
せ
ず
。
第
二
種
は
、
儀
典
の
根こ
ん
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柢て
い

に
存
す
る
真
精
神
を
国
民
一
般
に
周
知
せ
し
め
む
が
為
に
す
る

者
に
し
て
、
本
書
即
ち
是
れ
な
り
」

　

鷗
外
が
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図ず
し
ょ
の
か
み

書
頭
に
就
任
し
た
の
が
大
正
六

（
一
九
一
七
）
年
十
二
月
二
十
五
日
な
の
で
、
そ
の
約
八
カ
月
後
ま

で
に
完
成
し
、
詳
細
版
（
第
一
種
）
二
本
の
う
ち
一
本
が
図
書
寮
で

保
管
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
こ
の
時
期
の
宮
内
省
の
公
文
書
を

調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　

宮
内
公
文
書
館
は
皇
居
内
の
宮
内
庁
書
陵
部
に
あ
る
。
戦
後
に
組

織
改
変
さ
れ
る
ま
で
は
宮
内
省
図
書
寮
の
名
称
だ
っ
た
。
鷗
外
が
勤

務
し
た
頃
は
霞
が
関
に
あ
り
、
そ
の
後
、
今
の
地
に
移
転
し
た
。

　

宮
内
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
資
料
検
索
が
で
き
る
の
で
、

『
大
正
大
礼
記
録
』
が
完
成
し
た
大
正
七
年
か
ら
、
鷗
外
が
賀
古
宛

書
簡
を
書
い
た
大
正
九
年
ま
で
の
図
書
寮
の
文
書
を
調
べ
た
。「
大

正
」「
図
書
寮
」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
多
数
の
史
料
が
ヒ
ッ

ト
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
関
係
が
あ
り
そ
う
な
も
の
を
探
し
、『
図

書
録
』
と
い
う
史
料
に
目
星
を
付
け
た
。
宮
内
公
文
書
館
に
電
話
で

閲
覧
の
予
約
を
取
り
、
該
当
史
料
の
識
別
番
号
を
メ
ー
ル
で
伝
え
、

後
日
、
書
陵
部
に
向
か
っ
た
。

　

地
下
鉄
東
西
線
の
竹
橋
駅
か
ら
皇
居
・
北
の
丸
方
面
へ
坂
を
上
る
。

深
い
壕
と
堅
固
な
石
垣
の
向
こ
う
側
に
城
門
が
そ
び
え
る
。
こ
の
北き
た

桔は
ね

橋ば
し

門
を
く
ぐ
る
と
正
面
に
江
戸
城
天
守
台
跡
が
目
に
入
る
が
、
左

折
し
て
す
ぐ
に
書
陵
部
の
建
物
が
あ
る
。
地
下
1
階
に
あ
る
閲
覧
室

の
机
の
上
に
、
大
正
期
の
『
図
書
録
』
が
数
冊
用
意
さ
れ
て
い
た
。

冊
子
を
め
く
る
と
、
外
部
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
籍
や
史
料
の
保
管

や
、
貸
し
出
し
な
ど
の
記
録
が
記
さ
れ
た
決
裁
文
書
が
と
じ
ら
れ
て

い
る
。「
宮
内
省
」
と
赤
で
印
字
さ
れ
た
用
紙
に
用
件
が
毛
筆
さ
れ
、

決
裁
の
印
が
押
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
大
半
の
も
の
は「
図
書
頭
」

と
印
字
さ
れ
た
部
分
の
下
に
、
鷗
外
の
も
の
と
み
ら
れ
る
決
裁
サ
イ

ン
が
毛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
図
書
録　

自よ
り

大
正
三
至い
た
る

大
正
七
年
』
と
い
う
冊
子
を
め
く
る
う

ち
、
大
正
七
年
の
部
分
に
「
大
礼
記
録
」
の
記
述
が
あ
っ
た
。

　　
「
大
正
七
年
十
二
月
五
日

　
　
　
　
　

図　

書　

頭

　
　

総
務
課
長

　
　
　

領
収

　

�

総
務
課
第
三
七
三
号
を
以
て
大
礼
記
録
一
部
当
寮
に
於お
い

て
保
管
の

為た
め

御
送
付
相あ
い

成な
り

正ま
さ
にに
領
収
候
そ
う
ろ
う

也な
り

」

　
「
第
三
七
三
号

　

大
正
七
年
十
二
月
五
日

　
　
　

大
臣
官
房
総
務
課
長
近
藤
久
敬

　

図
書
頭　

医
学
博
士
文
学
博
士　

森
林
太
郎
殿

　
　
　

依
命
通
牒

　

�

内
閣
総
理
大
臣
管
理
の
下
に
編
纂
相あ
い

成な
り

候
そ
う
ろ
う

大
礼
記
録
、
左
記
目

録
の
通
一
部
当
省
へ
送
附
に
付
、
貴
寮
に
於
て
保
管
相
成
候



— 32 —

　
　
　
　

目
録

　

一　

大
礼
記
録　

一
部

　
　
　
　
　

内
訳

　

大
礼
記
録
百
三
十
一
巻
（
二
十
七
帙ち
つ

入
）

　

絵
図
（
巻
物
）　　
　
　
（
桐
箱
入
）

　

絵
図　

四
帖
じ
ょ
う

　

写
真　

四
帖

　

裂
地　

七
帖

　

以
上
」

　

領
収
し
た
文
書
の
冒
頭
右
上
に
は
、「
図
書
頭
」
の
下
に
鷗
外
の

も
の
と
見
ら
れ
る
サ
イ
ン
が
毛
筆
で
記
さ
れ
、
決
済
日
は
十
二
月
九

日
と
な
っ
て
い
る
。

　

鷗
外
の
日
記
を
見
る
と
、
十
二
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
病
気
の

た
め
自
宅
療
養
中
で
、
九
日
に
帝
室
博
物
館
の
主
事
・
経
理
課
長
の

神
谷
初
之
助
が
訪
ね
て
来
た
。
こ
の
時
、書
類
に
決
裁
し
た
よ
う
だ
。

　
『
大
正
大
礼
記
録
』
が
鷗
外
在
職
中
の
大
正
七
年
十
二
月
か
ら
図

書
寮
で
保
管
さ
れ
、
鴎
外
が
そ
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
公

文
書
で
裏
付
け
ら
れ
た
。
次
の
時
代
の
新
元
号
を
考
案
す
る
可
能
性

の
高
い
公
職
に
あ
っ
た
鷗
外
は
、『
元
号
考
』
の
編
集
に
着
手
し
よ

う
と
し
て
い
た
。「
不
調
べ
の
至
」
と
書
簡
を
出
し
た
大
正
九
（
一

九
二
〇
）
年
四
月
ま
で
に
、
前
例
調
査
の
た
め
閲
覧
し
た
と
考
え
る

の
が
自
然
だ
。

大正七年の『図書録』に図書頭の鷗外が大礼記録を受領した公文書が残る＝宮内公文書館蔵
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大
礼
記
録
稿
本
に
残
る
修
正
の
跡

　
『
大
正
大
礼
記
録
』
の
編
集
経
緯
は
、
巻
一
二
八
に
記
さ
れ
る
。

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
に
即
位
礼
と
大
嘗
祭
を
終
え
た
こ

と
を
受
け
、
翌
大
正
五
年
五
月
二
十
九
日
、
内
閣
に
大
礼
記
録
編へ
ん

纂さ
ん

委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。関
係
官
庁
か
ら
集
め
ら
れ
た
編
纂
材
料
は
、

歴
史
や
故
実
に
詳
し
い
専
門
家
で
構
成
す
る
史
実
文
章
掛が
か
りに

よ
っ
て

審
査
さ
れ
、
さ
ら
に
宮
内
次
官
ら
編
纂
幹
部
の
目
を
通
し
た
上
で
、

浄
書
、
製
本
化
さ
れ
た
。

　

史
実
文
章
掛
に
就
い
た
の
は
、
久
保
得
二
（
中
国
文
学
者
）、
国こ
く

府ぶ

種た
ね

徳の
り

、
多
田
好
問
、
三
上
参
次
（
東
京
帝
国
大
教
授
兼
史
料
編
纂

官
）
の
四
人
。
国
府
と
多
田
は
大
正
改
元
に
考
案
者
と
し
て
関
わ
っ

た
。
詳
し
く
手
続
き
を
定
め
た
「
第
一
種
大
礼
記
録
編
纂
材
料
審
査

手
続
」
に
は
、
久
保
→
国
府
→
多
田
→
三
上
の
順
で
審
査
し
、
そ
れ

ぞ
れ
青
・
黄
・
黒
・
朱
の
墨
色
で
記
入
す
る
よ
う
記
さ
れ
る
。

　
『
大
正
大
礼
記
録
』
の
詳
細
版
に
は
製
本
さ
れ
た
完
成
版
だ
け
で

な
く
、
審
査
の
過
程
が
分
か
る
稿
本
も
残
る
。
こ
ち
ら
は
内
閣
文
庫

の
史
料
を
戦
後
に
引
き
継
い
だ
国
立
公
文
書
館
だ
け
に
保
管
さ
れ

る
。

　

国
立
公
文
書
館
公
文
書
専
門
官
の
鈴
木
隆
春
氏
は
論
文
「『
大
正

大
礼
記
録
』
の
編
纂
に
つ
い
て
」（
長
井
純
市
編
著
『
近
代
日
本
の

歴
史
と
史
料
』
花
伝
社
、
二
〇
二
二
年
所
収
）
で
、「
稿
本
と
正
本

の
比
較
検
討
、
昭
和
以
降
の
大
礼
に
関
す
る
記
録
と
の
比
較
な
ど
、
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様
々
な
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、

ま
だ
手
付
か
ず
の
分
野
で
あ
る
。

　

改
元
が
記
さ
れ
た『
大
正
大
礼
記
録
稿
本
四
』（
完
成
版
で
は
巻
五
）

の
表
紙
に
は
、
史
実
文
章
掛
の
四
人
の
名
前
の
下
に
赤
や
青
な
ど
異

な
る
墨
色
で
サ
イ
ン
が
記
さ
れ
る
。
審
査
済
み
の
印
だ
ろ
う
。
こ
の

う
ち
国
府
の
欄
の
下
に
だ
け
、
黒
の
墨
書
で
「
起
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
改
元
の
担
当
部
署
は
内
閣
な
の
で
、
考
案
に
関
わ
り
内
閣
書
記

官
室
に
勤
務
し
た
国
府
が
原
案
を
起
草
し
た
よ
う
だ
。

　

中
身
を
読
み
進
め
て
い
こ
う
。「
大
礼
記
録
編
纂
委
員
会
」
と
印

字
さ
れ
た
原
稿
用
紙
に
黒
字
で
原
案
が
毛
筆
さ
れ
、
そ
の
上
か
ら
赤

字
や
青
字
な
ど
で
加
筆
、
修
正
さ
れ
て
い
る
。
削
除
や
追
加
の
記
述

を
読
み
解
く
と
、
編
集
の
意
図
が
に
じ
ん
で
く
る
。

　

例
え
ば
、「
第
二
章　

元
号
建
定
の
次
第
」「
第
一
節　

元
号
案
並

元
号
建
定
詔
書
案
作
成
の
次
第
」「
第
一
項　

元
号
案
の
作
成
」「
第

一
目　

元
号
の
勧
進
」
で
は
、
明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
八
日
に
首

相
の
西
園
寺
が
専
門
家
に
元
号
案
作
成
を
命
じ
た
際
、
以
下
の
方
針

を
伝
え
た
と
完
成
版
に
は
記
し
て
あ
る
。

　

�「
明
治
の
御
字
に
は
、
開
国
進
取
の
洪こ
う

基き

を
樹た

て
さ
せ
ら
れ
、
国

運
進し
ん

暢ち
ょ
うの
局
面
を
恢か
い

弘こ
う

せ
ら
れ
た
れ
ば
、
陛
下
百
年
の
後
、
御
字

新
な
る
に
至
ら
ば
、
帝
国
の
正
し
く
雄
飛
す
べ
き
時
運
に
際
会
す

る
や
必
せ
り
、
皇
図
の
昌あ
き
らに

し
て
国
勢
の
隆さ
か
んな

る
を
祝
す
る
の
意

を
寓
し
て
、
元
号
を
選せ
ん

進し
ん

せ
し
む
べ
し
、
と
の
旨
を
伝
へ
た
り
」

　

し
か
し
、
稿
本
を
見
る
と
原
案
に
は
一
切
な
く
、
後
か
ら
赤
字
で

追
記
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。準
備
不
足
の
ド
タ
バ
タ
を
考
え
れ
ば
、

考
案
を
指
示
し
た
そ
の
場
で
勅
語
の
よ
う
な
整
っ
た
文
言
を
伝
え
た

と
は
考
え
に
く
い
。
遺
漏
な
く
準
備
を
進
め
た
よ
う
に
脚
色
す
る
と

と
も
に
、
仰
々
し
く
調
子
を
整
え
る
文
言
だ
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
種
の
修
正
は
公
的
記
録
に
は
よ
く
あ
る
話
だ
ろ
う
。
だ
が
、

稿
本
を
読
み
進
め
る
と
、
完
成
版
で
は
疑
問
が
残
っ
た
部
分
の
謎
を

解
き
ほ
ぐ
す
手
掛
か
り
が
出
て
く
る
。

　

例
え
ば
冒
頭
の「
第
一
章　

元
号
の
建
定
」「
第
一
節　

総
説
」で
、

大
正
が
内
定
し
、
首
相
の
西
園
寺
が
内
閣
書
記
官
長
に
元
号
建
定
詔

書
案
と
元
号
勘
文
案
の
作
成
を
命
じ
た
部
分
で
あ
る
。完
成
版
は「
両

案
夜
を
徹
し
て
共
に
成
る
」
と
記
す
。「
夜
を
徹
し
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
文
書
の
完
成
は
日
を
ま
た
ぎ
明
治
天
皇
の
逝
去
後
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
、
先
に
疑
問
を
提
起
し
た
。

　

稿
本
で
は
以
下
の
文
言
だ
っ
た
。

　
「
両
案
共
に
暁
に
徹
し
て
成
る
」（
※
傍
線
は
筆
者
）

　
「
暁
」
な
ら
、
夜
半
か
ら
明
け
方
と
い
う
意
味
に
な
る
。
日
を
ま

た
い
だ
の
は
確
実
だ
。
明
治
天
皇
が
実
際
は
二
十
八
日
午
後
十
時
四

十
三
分
に
逝
去
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
元
関
連
の
文
書
作
成
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
の
疑
い
が
強
ま
る
。
代
替
わ
り
の
準
備
が
整

わ
な
い
た
め
に
天
皇
逝
去
の
公
式
発
表
を
事
実
よ
り
二
時
間
遅
い
三

十
日
午
前
零
時
四
十
三
分
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
と
し
た

ら
、
失
態
で
あ
る
。
稿
本
は
実
態
に
近
い
表
現
だ
っ
た
が
、
失
態
を

覆
い
隠
す
た
め
に
審
査
の
段
階
で
表
現
を
直
し
た
の
で
は
な
い
か
。
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こ
の
よ
う
な
修
正
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
第
二
章　

元
号

建
定
の
次
第
」「
第
一
節　

元
号
案
並
元
号
建
定
詔
書
案
作
成
の
次

第
」「
第
一
項　

元
号
案
の
作
成
」「
第
一
目　

元
号
の
勧
進
」
で
、

七
月
二
十
八
日
に
首
相
の
西
園
寺
が
専
門
家
に
元
号
考
案
を
命
じ
た

部
分
だ
。
稿
本
に
書
か
れ
た
以
下
の
部
分
が
、
完
成
版
で
は
削
除
さ

れ
た
。

　

�「
践せ
ん

祚そ

並
大た
い

喪そ
う

使し

官
制
に
関
す
る
百
般
の
準
備
も
亦ま
た

是
の
夕
を
以

て
着
手
せ
ら
れ
、
陛
下
百
年
の
後
、
万
一
の
遺
漏
な
か
ら
し
め
む

こ
と
を
期
し
命
を
承
け
た
る
宮
中
府
中
の
諸
員
は
、
何い
づ

れ
も
寝
食

を
忘
れ
て
其
の
事
に
従
へ
り
」

　

即
位
式
や
大
喪
礼
な
ど
数
多
く
あ
る
儀
式
の
準
備
も
、
元
号
選
定

と
同
じ
く
二
十
八
日
夕
方
に
着
手
し
た
の
だ
と
い
う
。
漏
れ
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
、
指
示
を
受
け
た
宮
内
省
や
政
府
の
職
員
は
、
寝

食
を
忘
れ
て
取
り
組
ん
だ
と
い
う
内
容
だ
。

　

明
治
天
皇
が
宮
中
で
夕
食
中
に
倒
れ
た
の
が
七
月
十
九
日
で
、
翌

日
に
国
民
に
向
け
て
病
状
が
発
表
さ
れ
た
。
逝
去
し
た
の
は
二
十
九

日
午
後
十
時
過
ぎ
だ
が
、
そ
の
前
日
の
夕
方
ま
で
代
替
わ
り
の
準
備

に
着
手
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
表
向
き
は
天
皇
の
病
状
回

復
を
願
う
と
し
て
も
、
実
務
を
担
う
政
治
家
や
官
僚
た
ち
は
水
面
下

で
最
悪
の
事
態
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
ま
し
て
、
天

皇
を
中
心
と
す
る
近
代
国
家
は
、
代
替
わ
り
が
あ
っ
た
と
し
も
一
時

も
空
位
は
許
さ
れ
な
い
。
稿
本
の
記
述
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
病
状

発
表
か
ら
九
日
間
、
政
府
中
枢
は
何
を
し
て
い
た
の
か
と
問
題
に
な

り
か
ね
な
い
。
後
段
で
「
寝
食
を
忘
れ
て
」
と
懸
命
さ
を
強
調
し
て

も
、
公
的
記
録
と
し
て
残
し
て
は
な
ら
な
い
事
実
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

追
加
さ
れ
た
第
五
の
考
案
者

　

さ
ら
に
読
み
進
め
る
と
、
事
実
関
係
を
訂
正
し
て
い
る
箇
所
を
見

つ
け
た
。
完
成
版
で
は
「
是
の
日
二
十
八
日
元
号
撰
進
の
命
を
受
け

た
る
者
を
左
の
五
人
と
為
す
」
と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
稿
本
は

以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

�「
是
の
日
命
を
受
け
て
元
号
撰
進
の
事
に
当
り
し
者
は
左
の
四
人

と
為
す
」（
※
傍
線
は
筆
者
）

　

稿
本
に
記
さ
れ
た
名
前
は
、
内
大
臣
秘
書
官
長
・
股
野
琢
、
図
書

助
・
高
嶋
張ち
ょ
う

輔す
け

、
学
習
院
教
授
・
岡
田
正
之
、
内
閣
書
記
官
室
事

務
嘱
託
・
国
府
種
徳
の
四
人
の
み
だ
。
完
成
版
に
名
前
が
あ
る
宮
内

省
御
用
掛
・
多
田
好
問
は
原
案
に
な
く
、
赤
字
で
追
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　

完
成
版
で
は
首
相
の
西
園
寺
に
よ
る
元
号
案
の
審
査
（
勘か
ん

進じ
ん

、
難な
ん

陳ち
ん

）
は
三
段
階
だ
っ
た
が
、
稿
本
は
二
段
階
と
な
っ
て
い
た
。
稿
本

に
は
第
二
回
と
第
三
回
が
混
在
す
る
表
記
が
一
部
あ
る
が
、
概
略
す

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
【
稿
本
】

　

第
一
回　

永
安
（
高
島
が
提
案
）
×
、乾
徳
（
岡
田
が
提
案
）
×
、

昭
徳
（
股
野
が
提
案
）
×
、
天
興
（
国
府
が
提
案
）
×
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第
二
回　

大
正
（
国
府
が
提
案
）
〇
、
興
化
（
多
田
が
提
案
）
×

　
【
完
成
版
】

　

第
一
回　

永
安
×
、
乾
徳
×

　

第
二
回　

昭
徳
×
、
天
興
×

　

第
三
回　

大
正
〇
、
興
化
×

　

稿
本
に
よ
る
と
、
七
月
二
十
九
日
の
第
一
回
審
査
で
提
出
さ
れ
た

の
は
四
案
。
指
示
を
受
け
た
四
人
が
一
つ
ず
つ
出
し
た
。
西
園
寺
が

そ
の
場
で
四
案
と
も
却
下
し
た
の
は
同
じ
だ
が
、
完
成
版
で
第
一
回

と
第
二
回
に
分
け
て
い
る
審
査
は
、
実
際
は
一
度
に
ま
と
め
て
行
っ

て
い
た
よ
う
だ
。
完
成
版
の
よ
う
に
三
段
階
と
す
る
記
述
だ
と
、
多

田
が
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
の
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
。

　

ま
た
、第
一
回
（
完
成
版
だ
と
第
二
回
）
審
査
で
提
案
さ
れ
た
「
天

興
」
に
つ
い
て
、
完
成
版
で
は
西
園
寺
が
「
前
に
伝
へ
し
帝
国
雄
飛

の
吉
祥
を
表
す
る
旨
に
契
ち
ぎ
り
か
た
らふ

と
雖
い
え
ど
も、

興
の
字
は
繁
画
に
し
て
書
し

易
か
ら
ず
」
と
述
べ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
稿
本
で
は
前

段
の
「
前
に
伝
へ
し
帝
国
雄
飛
の
吉
祥
を
表
す
る
旨
に
契
ふ
と
雖
」

の
部
分
が
原
案
に
な
く
、
追
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
そ
も
そ

も
「
帝
国
雄
飛
の
吉
祥
を
表
す
る
」
よ
う
な
新
元
号
を
作
成
す
る
よ

う
に
と
の
西
園
寺
の
指
示
が
、
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

原
案
だ
け
だ
と
、
天
興
は
「
興
」
の
字
が
難
し
く
、
偽ぎ

僭せ
ん

の
国
で
あ

る
北
魏
で
用
い
ら
れ
た
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
う
。
一
度
は
却
下
さ
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
大
正
に
続
く

第
二
候
補
に
残
っ
た
の
で
、
後
付
け
で
も
意
義
を
強
調
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

考
案
者
が
「
不
調
べ
の
至
」
だ
っ
た
様
子
は
、
隠
す
こ
と
な
く
指

弾
さ
れ
て
い
る
。
完
成
版
で
「
勘
進
者
は
共
に
出
典
の
調
査
粗そ

笨ほ
ん

を

免
が
れ
ざ
り
し
を
愧は

づ
る
の
み
」
と
記
さ
れ
た
部
分
は
、
稿
本
の
原

案
で
は
続
け
て
「
随
し
た
が
って
撰
進
者
に
し
て
一
人
敢あ
え

て
総
理
大
臣
の
所
難

に
対
し
弁べ
ん

疏そ

執
申
す
る
者
な
る
こ
と
な
し
」
と
つ
づ
ら
れ
た
。
西
園

寺
の
博
学
の
前
に
四
人
の
専
門
家
は
調
査
不
足
を
恥
入
り
、
言
い
訳

を
し
た
り
、
取
り
な
し
た
り
す
る
者
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、

明
治
天
皇
の
病
状
が
悪
化
す
る
中
、
時
間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
第
二
回
（
完
成
版
だ
と
第
三
回
）
審

査
で
考
案
者
を
補
充
す
る
必
要
が
あ
り
、
急
き
ょ
第
五
の
専
門
家
と

し
て
多
田
好
問
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

多
田
は
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
に
京
都
で
生
ま
れ
、
公
家
の
岩

倉
家
に
仕
え
た
。
明
治
維
新
の
中
心
人
物
で
あ
る
岩
倉
具
視
に
従
い

上
京
し
た
後
は
新
政
府
に
入
り
、内
閣
書
記
官
な
ど
に
就
い
た
。『
岩

倉
公
実
記
』
の
編
集
者
で
宮
中
の
儀
礼
に
詳
し
く
、
岩
倉
死
後
は
先

述
の
よ
う
に
、
伊
藤
博
文
の
下
で
元
号
制
定
手
続
き
な
ど
代
替
わ
り

の
詳
細
を
定
め
た
登
極
令
の
制
定
に
関
わ
っ
た
。
元
号
選
定
が
迷
走

す
る
中
、
皇
室
制
度
を
知
り
尽
く
し
た
切
り
札
的
な
存
在
と
し
て
声

が
掛
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
多
田
が
提
案
し
た
「
興
化
」
に
は
、
第
一
回
（
完
成
版

だ
と
第
二
回
）
審
査
で
却
下
さ
れ
た
「
興
」
の
字
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
緯
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
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こ
れ
で
、
多
田
が
な
ぜ
却
下
済
み
の
「
興
」
を
含
む
案
を
最
後
に
出

し
た
の
か
、
と
い
う
謎
が
解
け
た
。

　

代
替
わ
り
の
手
続
き
や
儀
礼
を
知
り
尽
く
し
て
い
た
と
し
て
も
、

新
元
号
の
中
身
を
整
え
る
準
備
ま
で
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
宮

中
の
故
実
に
詳
し
い
多
田
は
恐
ら
く
、
明
治
天
皇
の
葬
儀
や
新
天
皇

即
位
の
儀
式
な
ど
儀
礼
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ

れ
に
加
え
て
元
号
考
案
の
代
役
ま
で
急
き
ょ
回
っ
て
来
た
の
だ
か

ら
、
不
発
に
終
わ
っ
た
の
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
っ
た
た
め
、
西
園
寺
が
「
直
に
」
大
正
に
飛
び
つ
い
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
西
園
寺
が
大
正
を
採
用
し
た
理
由
は
「
古
来
難
陳
の
理
由

既
に
明
白
な
る
も
の
あ
り
と
し
て
、
正
の
字
の
不
祥
に
あ
ら
ざ
る
を

認
め
」
た
か
ら
だ
と
稿
本
に
記
さ
れ
る
。
た
だ
、
過
去
に
正
の
字
は

元
号
で
使
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
不
祥
か
否
か
を
巡
り
議
論

に
な
っ
て
い
る
。不
吉
だ
と
し
て
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
先
例
も
あ
る
。

完
成
版
か
ら
こ
の
理
由
の
部
分
が
削
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情

も
考
え
ら
れ
る
。

　

同
様
に
、
興
化
を
却
下
し
た
理
由
も
「
興
字
、
児
童
の
書
す
る
に

艱く
る
しむ
べ
き
を
以
て
之
を
不
可
と
し
」
と
稿
本
に
あ
る
が
、
完
成
版
で

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。最
終
的
に
興
化
が
第
三
候
補
と
な
っ
た
た
め
、

即
座
に
否
定
さ
れ
た
事
実
が
残
っ
て
は
不
都
合
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『大礼記録稿本』では、元号考案者に多田好問の名前が後から追加されたことがわかる
＝国立公文書館蔵
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消
さ
れ
た
皇
太
子
の
関
与

　

さ
ら
に
、前
述
し
た
よ
う
に
完
成
版
の
「
第
三
章
」「
第
一
節
」「
第

二
項
、
大
正
の
元
号
勘
進
に
至
り
し
理
由
」「
第
一
目　

大
正
の
元

号
勘
進
の
根
拠
」
に
は
、
大
正
が
安あ
ん

南な
ん

（
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
）
で
過

去
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
不
問
と
な
っ
た
記
述
が
あ

る
。
中
国
・
明
に
従
属
す
る
正
式
の
王
朝
で
な
い
た
め
、「
固も
と

よ
り

重
視
す
る
に
足
ら
ざ
る
こ
と
を
認
め
た
り
」
と
結
論
づ
け
て
、「
第

一
目
」
の
記
述
は
終
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
稿
本
に
は
こ
の
続

き
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　
「
然し
か

れ
ど
も
唯た
だ

此こ

の
一
事
あ
る
が
為た
め

他
の
幾
…
」

　

原
稿
用
紙
の
左
端
の
行
に
記
さ
れ
、
文
字
の
上
か
ら
赤
字
で
縦
線

が
引
か
れ
て
不
採
用
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
記
し
て
改
行
と
な
る
た

め
、
紙
を
め
く
る
と
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
か
ら
「
第
二
目
」
が
始

ま
っ
て
い
た
。
不
採
用
と
な
っ
た
続
き
の
部
分
の
原
稿
は
稿
本
の
冊

子
に
綴
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
残
念
な
が
ら
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
だ
。

　

恐
ら
く
、過
去
に
ベ
ト
ナ
ム
で
使
用
さ
れ
た
「
一
事
」
を
も
っ
て
、

採
用
し
な
い
と
い
う
理
由
に
は
な
ら
な
い
、
と
の
趣
旨
が
続
い
た
の

だ
ろ
う
。
だ
が
、
使
用
済
み
の
元
号
を
使
わ
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ

れ
ば
、
そ
の
一
事
を
も
っ
て
原
則
に
反
す
る
は
ず
だ
。
そ
れ
で
も
大

正
を
採
用
し
た
の
は
、
牽
強
附
会
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

さ
ら
に
重
要
な
情
報
が
完
成
版
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
稿
本
の

『大礼記録稿本』には、新元号選定の際に西園寺首相が皇太子（大正天皇）に内奏し、「皇太
子嘉仁親王殿下の旨に叶ふ」との記述（右端の行）があるが、削除された＝国立公文書館蔵
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冒
頭
に
戻
る
が
、「
第
一
章　

元
号
の
建
定
」「
第
一
節　

総
説
」
で
、

以
下
の
文
書
が
完
成
版
で
は
バ
ッ
サ
リ
と
削
除
さ
れ
た
。
大
正
が
内

定
し
、
首
相
の
西
園
寺
が
内
閣
書
記
官
長
に
元
号
建
定
詔
書
案
と
元

号
勘
文
案
を
作
成
す
る
よ
う
命
じ
る
直
前
の
部
分
だ
。

　
「（
西
園
寺
は
）
元
号
案
を
難な
ん

詰き
つ

し
、
更
に
自
か
ら
陳ち
ん

申し
ん

す
べ
き
理

由
を
具
し
内
奏　

皇
太
子
嘉よ
し

仁ひ
と

親
王
殿
下
の
旨む
ね

に
叶か
な

ふ
」

　

西
園
寺
は
元
号
案
を
審
査
し
た
後
、
正
式
決
定
前
に
皇
太
子
（
大

正
天
皇
）
に
面
会
し
て
自
ら
報
告
し
、
そ
れ
が
皇
太
子
の
意
向
に
か

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
詔
書
案
と
勘
文
案
の
作
成
手
続
き
を

進
め
た
、
と
い
う
内
容
だ
。

　

現
行
の
日
本
国
憲
法
の
下
で
元
号
法
は
「
内
閣
が
政
令
に
よ
り
定

め
る
」
と
規
定
し
、
天
皇
は
選
定
手
続
き
に
関
与
し
な
い
。
事
前
に

天
皇
の
意
向
を
聞
い
て
決
め
れ
ば
、
国
民
主
権
の
原
則
と
の
整
合
性

か
ら
憲
法
違
反
の
疑
義
が
生
じ
る
。
だ
が
、
天
皇
主
権
の
大
日
本
国

憲
法
下
で
は
何
の
問
題
も
な
い
。
な
ぜ
削
除
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
。

　

さ
ら
に
西
園
寺
が
書
物
を
見
る
こ
と
な
く
次
々
と
案
を
却
下
し
た

く
だ
り
で
も
、
皇
太
子
に
関
す
る
部
分
が
削
除
さ
れ
た
。「
総
理
大

臣
は
宮
中
に
在
り
」
に
続
い
て
、
稿
本
で
「
皇
太
子
殿
下
に
咫し
せ
き尺

し

て
」と
記
さ
れ
た
部
分
に
上
か
ら
傍
線
が
引
か
れ
削
除
さ
れ
て
い
る
。

新
天
皇
と
な
る
皇
太
子
に
拝
謁
し
、
そ
の
目
の
前
で
審
査
が
行
わ
れ

て
い
た
と
読
め
る
記
述
だ
。

　

稿
本
の
ま
ま
だ
と
、不
調
べ
を
新
天
皇
が
容
認
し
た
こ
と
に
な
り
、

「
神
聖
不
可
侵
」
で
あ
る
天
皇
に
責
任
が
及
ん
で
し
ま
う
。

　

ま
た
、
国
民
向
け
に
は
絶
対
君
主
的
な
天
皇
主
権
を
演
出
し
た
と

し
て
も
、
実
際
の
国
家
運
営
は
国
務
各
大
臣
の
「
輔ほ

弼ひ
つ

」
を
得
な
が

ら
天
皇
が
統
治
権
を
行
使
し
て
い
た
。
天
皇
の
意
向
や
関
与
を
強
調

し
過
ぎ
る
と
立
憲
君
主
と
し
て
の
矩の
り

を
超
え
、
明
治
国
家
の
制
度
設

計
者
の
意
図
と
か
け
離
れ
て
し
ま
う
。
削
除
さ
れ
た
の
も
無
理
は
な

い
。

　

ち
な
み
に
、
国
民
向
け
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
正
大
礼
記
録
』
簡
易

版
（
第
二
種
）
で
は
、「（
西
園
寺
が
）
命
を
伝
へ
て
、
元
号
勘
文
案

を
作
進
せ
し
め
、
案
成
る
や
、
天
顔
に
咫
尺
し
て
進
奏
し
」（
※
傍

線
は
筆
者
）
と
な
っ
て
い
る
。
勘
文
案
の
文
書
が
完
成
し
た
後
に
皇

太
子
に
面
会
し
て
報
告
し
た
と
い
う
時
系
列
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
大
正
大
礼
記
録　

巻
一
二
八
』
の
「
大
礼
記
録
編
纂
経
過
概
要
」

に
よ
る
と
、
詳
細
版
は
「
後
代
の
典
拠
に
供
す
る
の
目
的
を
以
て
一

切
事
項
を
網
羅
し
固
よ
り
詳
密
正
確
を
旨
と
す
べ
く
」
と
の
方
針
で

編
集
さ
れ
た
。
だ
が
、
全
て
を
あ
り
の
ま
ま
に
公
的
記
録
と
し
て
残

し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
稿
本
を
読
む
と
、
不
調
べ
の
様
子
が

よ
り
際
立
つ
。

股
野
琢
か
ら
の
引
き
継
ぎ

　

鷗
外
は
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
に
任
じ
ら
れ
た
翌
日
の
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）
十
二
月
二
十
六
日
、日
記
に
「
股
野
琢
を
訪
ね
、

坐ざ

談だ
ん

す
る
こ
と
寖や
や

久
し
」（
※
原
文
は
漢
文
。
以
下
同
じ
）と
記
し
た
。
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股
野
は
前
任
の
帝
室
博
物

館
総
長
で
あ
り
、
大
正
改
元

時
に
考
案
者
の
一
人
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
も
、
大

正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
月

二
日
と
四
日
に
も
面
会
し
、

九
月
十
日
に
は
鷗
外
が
股

野
を
訪
ね
た
が
会
え
な

か
っ
た
。
再
任
官
の
直
後
か

ら
頻
繁
に
会
っ
た
の
は
、
業

務
の
引
き
継
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　

鷗
外
は
宮
内
官
僚
と
し

て
出
仕
す
る
の
を
機
に
「
十

二
月
二
十
五
日
の
作
」
と
題

す
る
漢
詩
を
作
っ
た
。

　

�「
既
に
朝
ち
ょ
う

衣い

を
脱
い
で
遂す
い

初し
ょ

を
賦ふ

す
に

　

�

何
ぞ
図
ら
ん
枕ち
ん

上じ
ょ
うに

除

書
の
落
つ
る
を

　

石せ
き

渠き
ょ

天て
ん

禄ろ
く

清
閑
の
地

　

�

且し
ば
ら

く
吾
が
皇き
み

の
為
に
蠧と

魚ぎ
ょ

を
掃
は
ん

　

　

も
は
や
官
職
を
辞
し
、
隠
居
生
活
を
楽
し
む
身
と
な
っ
て
い
た

が
／
思
い
か
け
ず
、
の
ん
び
り
寝
て
い
る
と
こ
ろ
へ
任
官
の
辞
令

交
付
を
知
ら
せ
る
召
書
が
舞
い
込
ん
だ
。

　

も
っ
と
も
、
新
し
い
職
場
の
帝
室
博
物
館
と
図
書
寮
は
、
世
間

一
般
と
は
懸
け
離
れ
た
静
か
な
場
所
で
あ
る
／
と
り
あ
え
ず
、
天

皇
陛
下
の
御
期
待
に
そ
む
か
ぬ
よ
う
、
所
蔵
品
や
蔵
書
に
つ
い
た

虫
で
も
払
い
落
と
す
こ
と
に
し
よ
う
」（
※
書
き
下
し
文
と
現
代

語
訳
は
『
鷗
外
歴
史
文
学
集
』
第
十
三
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

一
年
）
よ
り
。
以
下
同
じ
）

　

鷗
外
が
漢
詩
の
推
敲
を
依
頼
し
た
一
人
が
股
野
だ
っ
た
。
初
案
は

「
蠧
魚
を
辟の
ぞ

か
ん
」
だ
っ
た
が
、
股
野
の
助
言
で
「
蠧
魚
を
掃
は
ん
」

と
直
し
た
。十
二
月
二
十
六
日
に
二
人
が
久
し
く
話
し
込
ん
だ
の
は
、

漢
詩
談
義
に
も
話
題
が
及
ん
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

　

ま
た
鷗
外
が
漢
詩
の
教
え
を
乞
う
て
い
た
桂
湖
村
に
宛
て
た
大
正

七
年
一
月
六
日
消
印
の
書
簡
に
よ
る
と
、
股
野
は
若
い
頃
、
鷗
外
の

漢
文
の
師
だ
っ
た
依
田
学
海
と
と
も
に
儒
者
・
藤
森
天
山
に
学
ん
だ

と
、
鷗
外
に
告
げ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
題
材
に
鷗
外
は
漢
詩
「
藍ら
ん

田で
ん

先
生
に
寄
す
」
を
作
っ
た
。
藍
田
は
股
野
の
雅
号
で
あ
る
。

　
「
両
朝
の
耆き

宿し
ゅ
く

鬢
毛
斑ま
だ

ら
に

　

高か
う

躅た
く

争い
か

で
か
容ゆ
る

さ
ん
や
後
進
の
攀よ

づ
る
を

　

聞き
く

説な
ら
くく

先
師
深
契
在
り
て

　

同と
も

に
几き

杖じ
ょ
うを
操と

つ
て
天
山
に
事つ
か

へ
り
と
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明
治
・
大
正
の
両
代
に
お
仕
え
に
な
っ
て
き
た
学
識
ゆ
た
か
な

貴
殿
は
、
も
は
や
老
境
に
入
っ
て
鬢
の
毛
に
白
い
も
の
が
ま
じ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
／
そ
の
高
雅
な
風
格
は
、
後
輩
た
ち
が

追
い
つ
こ
う
と
し
て
も
、追
い
つ
け
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
貴
殿
は
、
今
は
亡
き
我
が
師
依
田

学
海
先
生
と
深
い
御
縁
が
あ
り
／
昔
、
一
緒
に
弟
子
の
礼
を
つ
く

し
て
、
藤
森
天
山
先
生
の
も
と
で
学
問
に
は
げ
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
か
」

　

股
野
は
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
播
磨
・
龍
野
藩
の
儒
者
の
家

に
生
ま
れ
、
鷗
外
よ
り
一
つ
上
の
世
代
に
あ
た
る
。
明
治
以
降
は
太

政
官
大
書
記
官
、
内
閣
書
記
官
、
宮
内
書
記
官
、
内
大
臣
秘
書
官
長

な
ど
を
務
め
、
漢
籍
の
素
養
を
生
か
し
て
勅
語
の
作
成
も
担
っ
た
。

そ
う
し
た
経
歴
か
ら
元
号
考
案
の
役
が
回
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
股
野

の
よ
う
な
官
僚
が
、
内
閣
や
宮
内
省
で
皇
室
に
関
す
る
文
書
作
成
に

携
わ
り
近
代
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
た
。

　

鷗
外
と
股
野
と
い
う
大
正
漢
詩
人
同
士
の
交
流
は
、
詩
の
や
り
と

り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漢
学
を
以
て
仕
え
る
専
門
職
官
僚
同
士
の
意
見

交
換
に
も
及
ん
だ
だ
ろ
う
。『
大
正
大
礼
記
録
』
の
稿
本
に
記
さ
れ

た
改
元
の
経
緯
を
、
当
事
者
の
股
野
は
見
聞
き
し
て
い
た
。
鷗
外
と

の
間
で
話
題
に
な
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、鷗
外
が
図
書
頭
在
職
中
に
た
び
た
び
面
会
し
た
宮
内
次
官
・

石
原
健
三
は
、
大
礼
記
録
編
集
委
員
会
委
員
に
名
を
連
ね
、
編
纂
幹

部
の
一
人
だ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
鷗
外
と
近
い
宮
内
省
幹
部
は
、

『
大
正
大
礼
記
録
』
に
記
載
さ
れ
た
改
元
を
巡
る
「
不
調
べ
」
を
承

知
し
て
お
り
、
鷗
外
に
伝
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
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次
回
は
「
第
三
回
　
遺
志
は
「
昭
和
」
に
引
き
継
が
れ
た
か
」

　　


